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(社 )仙台市薬剤師会のスタンダードジェネリック選定について  
 

 厚生労働省は、国民医療費を効率的に運用するためにジェネリック医薬品（以下ＧＥ）

の使用促進策を長年推進してまいりました。しかし日本では欧米先進諸国ほどＧＥは普及

しなかったので、平成 20 年 4 月の診療報酬改定により、医師・薬剤師ともＧＥの使用を考
慮することが義務づけられました。今後会員の先生方が、国の医療費の効率的運用に貢献

するためにも、ＧＥ使用促進を盛り込んだ薬局経営を行うことが益々重要になると思われ

ます。  

そこで (社 )仙台市薬剤師会では、昨年 10 月にＧＥ検討委員会を立ち上げ、会員の先生

方がＧＥを選択する際の参考になるよう（決して推薦しているのではございません）、

「（社）仙台市薬剤師会スタンダードＧＥ」を選定することになりました。まだ、完成し

ているわけではございませんが、「スタンダードＧＥの選択基準」および「薬局がスタン

ダードＧＥを選択するメリット」と併せて、「（社）仙台市薬剤師会スタンダードＧＥ一

覧表」（別紙）を、現在構築できたところまで公開したいと思います。  
なお、上記一覧表の作成にあたっては、会長・副会長・理事の先生方をはじめ、ＧＥ検

討委員会の先生方・事務局の皆様方よりご指導・ご協力をいただきました。公開するにあ

たり心より深謝いたします。  

 

（＊）①スタンダードＧＥ（１）は仙台市内の官公立病院で採用しているＧＥを参考にし

て選定しました  

   ②スタンダードＧＥ（２）は仙台市外の官公立病院で採用しているＧＥを参考にし

て選定する予定です  

 

 
ご意見やご質問があれば事務局までお願いいたします。  
また、スタンダードＧＥを参照する場合は、薬品名、薬価等をご確認ください。  

 

 
記  

 
（１）（社）仙台市薬剤師会スタンダードＧＥ選定基準  

１）特定のメーカーのＧＥだけを選定することを防止するため、１つの先発医薬品に対し

複数のＧＥをスタンダードＧＥとして選定する  

２）必ず安定供給されるＧＥをスタンダードＧＥとして選定する  

３）品質を重視して、オレンジブック掲載のＧＥおよび臨床データ、臨床的データ、患者

保管時の条件における薬剤安定性データ、一包化したときの薬剤安定性データ、体内

動態データ等を有するＧＥを優先して選定する  

４）仙台市内の官公立病院、院外処方せん発行枚数の多い民間病院（当会調査による）に

おいて採用しているＧＥを優先して選定する  

  （ＧＥの使用経験豊富な医師・薬剤師にＧＥの臨床使用経験を確認できるメリットが

ある）  



５）ＧＥ発売後のＤＩ提供体制が確立しているか、あるいは確立可能なＧＥを優先して選

定する  

（ＧＥ発売後に発売された他薬との飲みあわせや相互作用の情報およびそのＧＥが原

因で起きた有害事象の情報を、直ちに採用薬局に提供できる体制を確立している、

あるいは確立できることが必要）  

６）新薬を製造・受託製造・販売しているＧＥメーカーのＧＥを選定する  

（高品質であることと、医療機関から薬剤情報を収集する体制や医療機関に情報を提

供する体制が確立されているＧＥメーカーが多い）  

７）原薬メーカーのＧＥを優先して選定する  

  （薬剤の品質や安定供給が確実である）   

 

（ ＊ ） 本 選 定 基 準 の 最 大 の 特 徴  

実 際 の 選 定 に 当 た っ て は 特 に 上 記 ４ ） を 重 視 し ま し た 。  

   そ れ は 、「 Ｇ Ｅ の 臨 床 使 用 経 験 値 」の 高 い 官 公 立 病 院 採 用 Ｇ Ｅ の 方 が 、

よ り 安 全 性 が 高 い と の 考 え に よ る も の で す  

 

Ｇ Ｅ の 臨 床 使 用 経 験 値 （ I C E） を 表 す 式 を 以 下 の よ う に 定 め ま し た  

      （ I C E：  I n d e x  o f  c l i n i c a l  e x p e r i e n c e ）  

 

   I C E  ＝  （ 処 方 せ ん 枚 数 ） ×（ 使 用 医 師 数 ） ×（ 使 用 薬 剤 師 数 ）  

×（ 使 用 診 療 科 数 ） ×（ 使 用 病 院 数 ）  

        

ICE の値が高い程、以下のような優れた点があるので、ＧＥの安全性がより確認
されたことになると考えます  
①  ＧＥが多くの患者に使用されたことになる  
②  多数の医師・薬剤師がＧＥをチェックしていることになる  
③  複数の診療科の医師が異なる観点からＧＥをチェックしていることになる  
④  複数の病院の医師が異なる観点からＧＥをチェックしていることになる  

 

 

（ ２ ） 薬 局 が ス タ ン ダ ー ド Ｇ Ｅ を 選 択 す る メ リ ッ ト  

 
１）  忙しい薬局もＧＥを選定できる。  
   （スタンダードＧＥを参照すればＧＥの選択が容易になる）  
２）  同一エリア内で、ある程度統一されたＧＥを使用することは患者（特に、入退院を繰

り返す患者やかかりつけ薬局をもたない患者）のリスクを軽減できる。  
    （前述の患者は、前回と同一内容の処方箋に対し、医療機関ごとに色や名前が異

なるＧＥを調剤され、患者が同一成分のＧＥを違う成分の薬と勘違いして、同

時に服用する恐れがあるので）  
３）  スタンダードＧＥを選択した薬局は、ＧＥに係るリスクを分散できる。  
    （①多くの医療機関で使用しているＧＥの方が、自分の薬局だけが選択したＧＥ

より「臨床使用経験値」が高くなり、その分トラブル発生率が低くなる  
②トラブルが発生したとき、スタンダードＧＥの方が患者を説得しやすい）  

４）  安定供給ができる。  
       （卸からの購入が容易になるだけでなく、近隣の薬局との貸し借りも容易になる） 
  



５）  臨床使用経験の豊富な他施設の医師・薬剤師より、ＧＥの臨床 (的）経験に基づく情
報を容易に入手できる  

６） スタンダードＧＥを選択した場合は、自信をもって患者に推薦できることが多く

なる  


